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彦根高商報道
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ごあいさつ

　滋賀大学経済学部の母体となった彦根高
等商業学校（彦根高商。1923年～ 1944年）
では、研究や教育に活用するため、同時代
の新聞を収集していました。それらのなか
には『大阪朝日新聞』や『大阪毎日新聞』
などがあり、現在、滋賀大学経済経営研究
所で保管されています。
　『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』に
は滋賀についての情報をあつめた紙面があ
り、1928 年～ 1937 年の原紙については、
滋賀県にある公立図書館での所蔵はなく、
本研究所にのみ保管されています。
　そこで今回、滋賀県内ではあまりみるこ
とができない、新聞原紙に掲載された彦根
高商をめぐる記事を 3 期にわけて展示し
ます。
　おおよそ 80～ 90 年前の滋賀の人々が読
んだ新聞原紙をとおして、彦根高商の様子
をみてみましょう。 
　　　　　　　　　　　　　2017年 8月
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﹇
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朝
日
新
聞
　
一
九
三
七
年
五
月
八
日
﹈

会
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２
０
１
７
年
８
月
１
日
（
火
）
か
ら

10
月
27
日
（
金
）
ま
で

２
０
１
７
年
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６
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（
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か
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０
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２
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※彦根高商卒業アルバムの写真はすべて滋賀大学経済経営研究所デジタルアーカイブです。
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文
部
省
で
は
事
務
に
従
事
し
学

校
教
育
を
う
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
人
や
特
に
好
学
の
熱
心
な

人
の
た
め
に
成
人
教
育
講
座
を

催
し
教
育
の
普
及
に
つ
と
め
て

き
た
が
今
年
も
彦
根
高
商
に
成

人
教
育
講
座
の
開
催
を
委
嘱
し

き
た
た
め
同
校
で
は
準
備
中
の

と
こ
ろ
い
よ
い
よ
第
一
部
は
七

日
か
ら
三
十
日
ま
で
（
毎
週
月

水
金
午
後
六
時
半
～
九
時
半
）

八
幡
町
小
学
校
第
二
部
は
二
十

二
日
か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で

（
毎
週
火
、
木
、
土
午
後
六
時

～
九
時
）
長
浜
町
小
学
校
で
開

催
し
、
聴
講
資
格
は
男
女
無
制

限
と
し
て
同
校
教
授
連
が
左
記

科
目
に
よ
り
実
際
生
活
に
必
要

な
講
義
を
す
る
が
希
望
者
は
前

日
ま
で
に
町
役
場
へ
申
込
者
を

提
出
す
れ
ば
よ
い
と

　

第
一
部―

公
民
科―

成
人
教

　

育
に
就
て
（
矢
野
校
長
）
社

　

会
生
活
と
所
有
権
（
田
岡
教

　

授
）
時
代
思
想
と
精
神
生
活

　

（
木
村
教
授
）
租
税
の
話
（
浅

　

見
教
授
）―

経
済
科―

失
業

　

問
題
と
そ
の
対
策
（
田
宮
教

　

授
）
為
替
相
場
の
話
と
金
輸

　

出
解
禁
問
題
（
太
刀
川
教
授
）

　

南
米
経
済
事
情
（
田
中
秀
作
）

　

△
第
二
部―
公
民
科―

（
同

　

上
）―

商
業
科―

現
代
に
お

　

け
る
金
融
上
の
諸
問
題
（
江

　

口
教
授
）
外
国
為
替
に
つ
い

　

て
（
篠
原
教
授
）
人
造
絹
糸

　

の
話
（
大
橋
教
授
）

１
９
２
９
年
10
月
２
日　

大
阪
毎
日
新

聞
13
面

彦
根
高
等
商
業
学
校
の
図
書
館
は
こ
れ
ま
で
官
庁
、
学
校
、
会
社
、
銀

行
へ
特
別
閲
覧
券
を
配
布
し
て
い
た
が
今
回
こ
れ
を
広
く
希
望
者
に
交

付
す
る
こ
と
に
改
め
た

１
９
２
９
年
６
月
26
日　

大
阪
朝
日
新
聞　

９
面

図
書
館
開
放

　
　
　

彦
根
高
商
で

▶
彦
根
高
商
卒
業
ア
ル
バ
ム
『
06‐

Ｌ
Ａ 

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ 

１
９
３
３
』　

貸
出
口

　

成
人
教
育

　
　
　
　

今
年
も
彦
根
高
商
で
開
講

▲彦根高商卒業アルバム『03-PRO MEMORIA 1929』　図書閲覧室

▲彦根高商卒業アルバム『07-H.C.C.2595』　図書閲覧室

▶
昭
和
４
年
７
月
31
日　

大
阪
朝
日
新
聞　

９
面　

▶
昭
和
３
年
７
月
８
日　

大
阪
朝
日
新
聞　

９
面　

　 1928 年と 1929 年の新聞には彦根高商をめぐる記事が複数、
掲載されています。ここでは彦根高商と彦根の人々、あるいは彦
根高商と滋賀県の人々との関係がわかる記事を展示しました。彦
根高商の『卒業アルバム』に掲載された写真等とともにご覧くだ
さい。
　展示した記事からは、地域の人々が彦根高商を訪問できるよう

な機会や施設が同校から提供されていたことを読みとることがで
きます。また、彦根高商の生徒や教官が地域に出かけ、人々と交
流する様子を捉えることもできます。 

２  「彦根高商の日々と地域の人々」 

〔
マ
マ
〕
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彦
根
高
商
校
の
開
校
五
周
年
記
念
式
は
秋
晴
れ
の
一

日
午
前
十
時
大
講
堂
に

　

荒
木
京
大
総
長
、
大
阪
商
科
大
学
長
代
理
小
畑
幹

　

事
、
渡
邊
名
古
屋
高
商
校
長
、
小
松
原
八
高
校
長
、

　

澤
田
高
松
高
商
校
長
ほ
か
直
轄
諸
学
校
長
、
堀
田

　

県
知
事
代
理
大
西
教
育
課
長
、
県
内
有
力
者
お
よ

　

び
寄
付
者　

等

二
百
数
十
名
の
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
、
式
は
君
が
代
斉
唱
に
始
ま
り
矢
野
校
長
の
式
辞
、

勝
田
文
相
の
祝
辞
、
小
松
原
八
高
校
長
代
読
、
荒
木

京
大
総
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
、
卒
業
生
総
代
大
阪
多

田
浅
次
郎
君
、
在
校
生
総
代
福
田
定
夫
君
の
祝
辞
、

中
橋
商
工
大
臣
ほ
か
各
方
面
か
ら
の
祝
電
朗
読
あ
っ

て
「
見
よ
漫
々
と
し
て
琵
琶
の
湖
、
朝
生
命
の
色
に

か
が
や
き
」
の
校
歌
合
唱
で
式
を
閉
じ
別
項
の
如
く

懸
賞
論
文
当
選
者
の
授
賞
式
を
行
い
帝
大
佐
々
木
法

学
博
士
、
菅
野
彦
根
高
商
教
授
ら
の
記
念
講
演
あ
り

て
祝
賀
宴
を
催
し
、
午
後
は
来
賓
の
た
め
島
め
ぐ
り

を
試
み
た
、
な
お
四
日
間
に
わ
た
り

　

展
覧
会
、
廉
売
会
、
音
楽
会
、
運
動
会
、
映
画
会
、

　

野
球
大
会
、
同
窓
会
総
会
、
開
寮
記
念
祭

な
ど
の
祝
賀
余
興
で
学
校
を
開
放
し
御
大
典
に
さ
き

が
け
て
五
周
年
の
お
祝
い
気
分
は
彦
根
城
下
を
陶
酔

さ
せ
て
い
る

１
９
２
８
年
11
月
２
日　

大
阪
毎
日
新
聞　

９
面

し
ょ
う

彦
根
高
商
で
は
今
年
の
暑
中
休
暇
に
全

生
徒
か
ら
「
琵
琶
湖
を
将
来
如
何
に
利

用
さ
る
べ
き
か
」「
我
国
に
お
け
る
銀

行
集
中
の
傾
向
を
論
ず
」
の
二
題
の
懸

賞
論
文
を
募
集
し
審
査
員
六
名
は
そ
れ

ぞ
れ
分
担
し
て
厳
正
な
審
査
を
進
め
つ

つ
あ
っ
た
が
一
日
の
開
校
五
周
年
記
念

式
を
機
会
に
審
査
結
果
を
発
表
し
左
記

入
選
者
に
褒
賞
を
授
与
、
な
お
「
琵
琶

湖
を
将
来
如
何
に
利
用
さ
る
べ
き
か
」

の
優
秀
賞
選
者
加
藤
繁
君
に
は
本
社
特

製
の
純
金
メ
ダ
ル
を
授
与
し
た

　

「
琵
琶
湖
を
将
来
如
何
に
利
用
さ
る

　

べ
き
か
」
三
年
生
加
藤
繁
、
同
右
遠

　

浩
一
「
我
国
に
お
け
る
銀
行
集
中
の

　

傾
向
を
論
ず
」
三
年
生
奥
田
謙
弌

ち
な
み
に
同
校
で
は
御
大
典
記
念
事
業

と
し
て
職
員
お
よ
び
全
生
徒
の
醵
金
に

よ
り
論
文
懸
賞
の
基
金
を
つ
く
り
今
後

毎
年
論
文
を
募
集
す
る
と
い
う

１
９
２
８
年
11
月
２
日　

大
阪
毎
日
新
聞　

９
面

▲彦根高商卒業アルバム『03-PRO  MEMORIA 1929 』　開校五周年式々場 ▲彦根高商卒業アルバム『03-PRO  MEMORIA 1929 』　記念音楽会ノ盛況

秋
晴
れ
の
き
の
う

 

盛
大
に
挙
行

      

彦
根
高
商
五
周
年
記
念
式

       　

来
賓
二
百
数
十
名
に
及
ぶ

懸
賞
論
文
の

   

入
選
発
表

                    

優
等
に
本
社
金

                  

メ
ダ
ル
を
贈
る

　1928 年は、彦根高商にとってどのような年だったのでしょうか。
その様子について知ることのできる記事が、ここに展示した「開
校5周年」をめぐる記事です。
　彦根高商は 1923 年 4 月に 1回目となる入学式を行い、初めて生
徒を迎え入れました。それから 5 年を経た 1928 年。その 11 月に
4 日間にわたり、彦根高商は 5周年記念式を開催しました。記事に

よると、当日は生徒や教職員だけでなく、学外の人々にも彦根高
商を開放し、多くの人々が展覧会や廉売会、音楽会、映画鑑賞や
野球大会、福引を楽しみました。 

１ 「開校 5周年」

き
ょ
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彦
根
高
商
校
の
陸
上
運
動
会
は
秋
晴
れ
の
二
日
午
前
九
時

か
ら
挙
行
、
生
徒
の
パ
ン
食
い
競
走
や
、
う
ど
ん
食
い
競

走
な
ど
あ
っ
て
観
衆
を
喜
ば
せ
校
内
対
級
リ
レ
ー
は
二
年

生
が
優
勝
ま
た
各
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
は
左
の
チ
ー
ム
が

優
勝
し
た
（
写
真
は
う
ど
ん
食
い
競
走
）

　

中
等
校
八
幡
商
業
（
六
百
メ
ー
ト
ル
一
分
一
四
秒
）
青

　

年
団
彦
根
青
年
団
Ａ
組
（
一
分
一
七
秒
）
実
業
団
宇
治

　

電
近
江
支
店
（
一
分
二
〇
秒
）
小
学
校
高
等
科
高
宮
校
、

　

尋
常
科
彦
根
東
校

１
９
２
９
年
11
月
４
日　

大
阪
毎
日
新
聞　

９
面　

▲彦根高商卒業アルバム『03-PRO  MEMORIA 1929』　ウドン喰競争

▲彦根高商卒業アルバム『15-LA MEMORIA HCC 1933』　運動会 ▲彦根高商卒業アルバム『05-LA  MEMORIA HCC 1931』　家鴨競争

高
商
生
が
競
っ
て

　

飾
窓
を
か
ざ
る

　
　
　
　

   

七
月
一
日
か
ら
の
彦
根
の

　
　
　
　
　

 
 

夏
物
大
売
出
し
デ
ー
に

彦
根
高
商
運
動
会

彦
根
高
商
研
究
部
で
は
七
月
一
日
か

ら
五
日
間
彦
根
全
町
各
商
店
が
夏
物

大
売
出
し
デ
ー
を
開
催
す
る
の
で
こ

れ
を
景
気
づ
け
る
と
と
も
に
一
面
で

は
学
生
を
実
地
指
導
す
べ
く
各
商
店

の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
を
学
生
に
開
放

し
て
も
ら
い
売
出
し
デ
ー
を
期
し
て

学
生
の
独
創
に
な
る
懸
賞
付
店
頭
装

飾
競
技
会
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
と

こ
ろ
こ
れ
に
共
鳴
し
て
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
の
開
放
を
申
込
む
も
の
が
続
出

し
学
生
た
ち
は
大
変
な
意
気
込
み
で

独
創
的
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
る

１
９
２
８
年
６
月
14
日　

大
阪
毎
日
新
聞

９
面　

彦根高商学報第 12号▶
1928 年 7月 25日発行

経済経営研究所デジタルアーカイブ

▲彦根市立図書館提供
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彦
根
高
商
講
演
部
で
は
社
会
正
義
の
確
立
、
文
化
科

学
の
民
衆
化
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
旗
印
あ
ざ
や
か
に

県
内
巡
回
学
術
講
演
会
を
各
地
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
そ
の
第
一
声
を
八
日
午
後
七
時
今
津
小
学
校
で

あ
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
因
み
に
演
題
と
弁
士
は
左

の
如
く
で
一
般
来
聴
を
歓
迎
す
る
と

　

我
国
に
お
け
る
婦
人
労
働
問
題
（
山
本
治
一
）
産

　

業
の
合
理
化
運
動
に
つ
い
て
（
前
田
久
義
）
地
租

　

委
譲
に
対
す
る
一
考
察
（
長
谷
川
光
信
）
地
方
中

　

小
商
業
者
問
題
（
馬
場
栄
一
）
詩
聖
ブ
ラ
ウ
ニ
ン

　

グ
の
倫
理
観
（
片
岡
教
授
）
支
那
に
お
け
る
日
貨

　

排
斥
運
動
に
対
す
る
一
考
察
（
高
橋
直
温
）
法
律

　

よ
り
見
た
る
正
義
（
西
口
彦
三
郎
）
挨
拶
（
部
長

　

木
村
教
授
）

停
学
問
題
を
中
心
に　

 

渦
ま
く
彦
根
高
商

　
　
　

学
生
会
を
急
に
組
織
し
て

　
　
　
　
　

風
紀
の
刷
新
を
期
す

▲彦根高商卒業アルバム『06-LA  MEMORIA 1933 』　憩い
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　ここでは、いままで滋賀で流通した新聞の歴史を紹介します。しば
しば、滋賀は地方新聞が根付かないところといわれています。いくつ
もの地方新聞が創刊、廃刊、統合されていった様子を「滋賀の新聞展
開図」から捉えることができます。
　『大阪朝日新聞』には 1925 年 4月から「京都滋賀版」という紙面が、
『大阪毎日新聞』には 1894 年 4月から「京都滋賀附録」という紙面

がみられるようになりました。それらは滋賀の出来事にも焦点をあわ
せ報道する紙面であり、現在、わたしたちのみる「滋賀版」に続いて
いると考えられます。

「  3 滋賀の新聞展開図」 

※新聞紙名①と②は異なる。

1922年彦根高等商業学校創立 1944年4月彦根経済専門   学校と改称 1949年5月滋賀大学創立
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